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＜選考方法＞

【個人種目】

１　下記の標準記録突破者は無条件で出場できる。

２　標準記録突破者以外の中から、

 (1)　令和５年度県総体の各種目における最上位者が出場できる。

　　  ただし、走高跳、棒高跳、四種競技については、次の基準を突破していることを条件とする。

男子　　走高跳 　１ｍ８０

男子四種走高跳 　１ｍ５７

女子　　走高跳 　１ｍ５５

女子四種走高跳 　１ｍ２７

男子　　棒高跳 　３ｍ９０

 (2)　１００ｍ、１５００ｍについては県総体時に学年別で実施しているため、

　　各決勝レースの記録を比較し、最も良い記録の者が出場できる。

記録 記録
全中標準 全中標準

100m 11秒20 100m 12秒53
200m 22秒75 200m 25秒80
400m 51秒60
800m 2分00秒50 800m 2分16秒50
1500m 4分08秒50 1500m 4分38秒00
3000m 8分57秒00
110mH 15秒00 100mH 14秒80
走高跳 1ｍ85 走高跳 1ｍ60
棒高跳 4ｍ00
走幅跳 6ｍ55 走幅跳 5ｍ45
砲丸投 13ｍ00 砲丸投 12ｍ50
四種競技 2500点 四種競技 2630点

【リレー】※出場枠２校

１　県総体の決勝レースの１位校は無条件で出場できる。

２　上記１の学校を除き、通信陸上愛媛県大会と県総体の各決勝レースの記録を比較し、

　最も良い記録の学校が出場できる。同タイムの場合は、各大会の予選レースでの記録を比較する。

例　県総体男子１年100m、男子２年100m、男子３年100mの各決勝レースの中で、
　　最上位記録者が全中に出場できる。

全日本中学校陸上競技選手権大会参加標準記録

男子 女子

種目 種目

例　県総体２００ｍ　１位のＡさんが標準記録を突破していない場合は、Ａさんが出場する。

　　県総体８００ｍ　１位のＢさんが標準記録を突破している場合は、２位のＣさんが全中に出場できる。
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開催地枠　選考方法

（令和５年度県総体までの公認記録を含む）

（令和４年度福島全中の最初の高さ）


